
大
正
十
三
年
九
月
の
太
陽
面
の
活
動
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観
測
者
三
澤
勝
衛
、
小
岩
井
誠

　
山
口
の
村
用
英
藏
氏
・
こ
京
都
の

池
田
政
晴
氏
ミ
か
共
に
止
む
を
得

ざ
る
事
情
の
爲
め
に
観
測
が
出
來

な
か
っ
た
事
は
残
念
な
こ
ξ
で
あ

る
が
、
新
た
に
“
長
野
縣
の
小
岩

井
蔓
擬
が
三
吋
の
望
蓮
鏡
を
以
て

熱
心
な
る
観
測
を
始
め
ら
れ
た
事

は
非
常
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。

　
九
月
に
於
け
る
黒
総
及
白
紋
の

活
動
は
第
一
表
に
示
す
通
り
で
あ

る
。
表
中
米
を
附
し
た
る
は
河
西

慶
彦
氏
が
三
澤
氏
に
か
わ
っ
て
観

測
さ
れ
た
る
も
の
ε
す
。

　
一
日
に
現
れ
て
居
る
二
つ
の
黒

黙
群
の
う
ち
多
く
の
黒
鮎
よ
り
な

っ
て
み
る
も
の
は
三
澤
氏
の
観
測

に
よ
れ
ば
前
日
八
月
三
十
一
日
に

中
央
子
午
線
を
通
過
し
た
も
の
で

十
二
個
の
黒
鮎
よ
り
な
り
三
澤
氏
は
こ
の
う
ち
二
個
を
大
黒
鮎
し
て
撒

へ
て
る
る
。
第
一
圖
は
こ
の
群
の
憂
化
の
歌
態
を
小
岩
井
氏
が
ス
ク
ツ

チ
し
た
も
の
で
，
八
月
世
九
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
の
憂
化
で
あ
る
。

こ
の
聴
器
群
は
八
月
の
末
よ
り
次
第
に
襲
蓬
し
思
ふ
に
九
月
の
二
、
三

日
頃
に
最
も
獲
質
し
た
も
の
ら
し
く
思
は
れ
る
。
r
小
岩
井
氏
の
注
意
書

に
よ
れ
ば
三
日
の
午
後
五
時
に
多
く
の
小
黒
鮎
に
分
裂
し
て
み
る
。
然

し
す
で
に
西
の
端
近
く
來
て
る
る
の
で
、
そ
の
護
展
の
模
襟
を
詳
し
く

見
る
事
は
出
來
な
い
。
三
澤
氏
の
観
測
に
よ
れ
は
四
日
に
な
っ
て
こ
の

日
経
群
の
周
園
に
著
る
し
い
白
紋
が
現
れ
て
み
る
。

　
爾
黒
普
賢
は
共
に
太
陽
の
南
二
四
に
局
し
赤
道
に
近
い
。
後
の
方
の

】
個
の
黒
鮎
か
ら
な
る
群
は
前
者
－
こ
大
約
四
十
五
度
ば
か
り
は
な
れ
て

み
ろ
が
こ
れ
が
三
日
に
丁
度
中
央
子
午
線
を
通
過
し
た
。

　
七
日
に
多
く
の
黒
貼
か
ら
な
り
二
日
三
日
頃
に
最
嚢
展
を
し
た
群
は

西
端
に
浸
し
，
そ
の
か
わ
り
に
四
つ
の
黒
藻
よ
り
な
る
黒
鮎
群
が
西
方

南
牟
球
の
高
緯
度
の
場
所
に
突
襲
し
た
。
こ
の
黒
結
は
小
岩
井
氏
は
観

測
し
て
み
な
い
が
三
爆
氏
の
観
測
に
よ
れ
ば
冠
九
日
に
既
に
西
端
に
來

て
居
り
、
白
日
に
よ
つ
て
園
ま
れ
て
る
た
が
、
十
日
に
は
白
紋
を
残
し

て
三
日
に
中
央
子
午
線
通
過
の
大
黒
鮎
ε
共
に
西
設
し
て
し
ま
っ
た
。

二
三



第 一　　　　表　　　　（September　1924）

観測者　：三 澤 勝 衛 小 岩 井 誠

日　　附1
黒黒引回黒 黙　　敷 白　　紋

1黒黒占群 黒　　黒占　敷 白　　紋

1 2 12十1＝13 0 2 5十1臨6

2 2 36＋工＝37． 0 2 6十1＝7

3 2 24十1＝25 0 2 11十1＝12

4 2 12十1＝＝13 1
一 一

5
一 ｝ 一 『 『

6 2 3十1＝4 2
『 一

7 2 1十4瓢5 0 1 1

8 2 1十3＝4
1 1 1

9 2 1十2＝3 2 1 1

10 1 3 2 0 0

11 1 10 2 0 0

12
一 一 一 一 ｝

13 1 15 2 1 6

14
一 ｝ 一 幅 『

15
一 一 『 一 一

16 1 7 1
一 一

17 1 8 1
一 一

18 1 3 1
『 一

19 2 5 2 1 2 2

20 1 2 1 1 2 2

21
一 ｝ 『 『 『 一

22 1 9 1 1 6 2

23
一 ｝ 一

1 3
？

24 2 26十1＝27 0 1 8 2

25 3 14十1＋2＝17 1 2 1十9口10 0

26 2 3十1＝4 0 2 1十2需3 2

27
一 3十2　　　一 一 一 『 一

28 5 十1十2十2瓢10 1 2 5十1＝6 2

29 3 5十1十1＝7 2
一 『 一

30 3 7十u＝9 2
一 一 一

観測日敷 （23日） 1（17日） （8日）

組　　和 44 240 25 21 76 12

一日李均 1．9 10．4 1．1 コ．2 4．5 1．5
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此
日
東
側
に
三
個
の
黒
星
よ
り
一
群
の
黒
鮎
早
早
し
十
一
日
、
十
三

日
次
第
に
獲
展
し
て
み
る
η
小
岩
井
氏
十
三
日
に
こ
れ
を
認
め
で
る
る

三
澤
氏
に
依
れ
ば
、
こ
の
黒
鮎
群
は
十
四
日
に
中
央
子
午
線
通
過
の
は

す
で
あ
っ
た
が
曇
天
の
爲
め
に
観
測
は
出
來
な
か
っ
た
。
十
六
日
以
後

の
観
測
に
よ
れ
ば
其
の
藪
は
少
し
づ
・
減
少
し
て
み
る
様
な
有
様
で
二

十
日
に
西
浸
し
て
白
日
の
み
を
残
し
て
み
る
。

　
次
に
濃
厚
な
自
県
が
十
六
日
以
後
東
方
に
、
認
め
ら
れ
た
が
、
十
九
日

に
至
り
て
四
個
よ
り
な
る
黒
要
説
ε
攣
化
し
た
。
こ
れ
は
小
岩
井
氏
も

等
し
く
観
測
し
て
み
る
。
同
氏
の
途
れ
る
ス
ク
ツ
チ
は
非
常
に
よ
く
そ

の
邑
智
の
模
襟
を
物
語
っ
て
み
る
襟
で
あ
る
。
こ
の
黒
黒
群
は
世
三
日

に
中
央
子
午
線
通
過
の
筈
で
世
八
日
に
は
西
方
約
七
十
度
位
の
緯
度
に

あ
り
未
だ
西
浸
の
時
で
な
い
に
か
・
わ
ら
す
、
二
才
の
み
を
残
し
て
黒

貼
は
清
え
て
居
る
。
帥
ち
こ
の
黒
血
群
は
十
九
日
に
生
れ
て
壮
八
日
に

死
ん
だ
わ
け
で
約
九
日
の
生
命
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
廿
五
日
西
方
北
牟
球
に
二
小
黒
鮎
よ
り
な
る
群
突
逸
し
た
が
翌
廿
六

日
に
は
漕
失
し
た
，
甚
だ
短
生
命
の
も
の
で
あ
る
。

　
壮
八
日
（
度
分
は
廿
七
日
よ
り
）
は
太
陽
面
が
非
常
に
活
動
し
，
大
黒

鮎
を
有
す
る
黒
貼
群
が
東
方
の
低
緯
度
に
出
現
し
た
、
こ
れ
は
小
岩
井

氏
の
午
前
八
時
の
観
測
に
す
で
に
み
ミ
め
て
み
る
。
こ
の
外
中
央
子
午

線
附
近
に
三
つ
、
西
北
中
緯
度
に
一
つ
都
合
こ
の
日
は
五
個
の
黒
鮎
群

が
見
ら
れ
た
わ
け
で
う
ち
二
つ
は
翌
世
九
日
に
滑
失
し
他
の
三
つ
は
月

末
ま
で
活
動
を
績
け
て
居
た
。
小
岩
井
氏
の
白
絞
の
観
測
は
十
九
日
か

ら
始
ま
っ
て
み
る
。
大
黒
鮎
歎
は
表
に
は
の
せ
な
か
っ
た
が
次
の
如
く

で
あ
る
。

一
大
黒
土
数
可
測
日
岐
二
日
築
　
均

三

澤

五
〇

三
十
三
日

二
・
二

小
岩
丑

五

十
七
日

0
・
三

三
澤
氏
噛
こ
小
岩
井
氏
、
こ
の
観
測
の
結
果
が
非
常
に
異
な
る
が
こ
れ
は
大

黒
鮎
を
，
こ
れ
位
の
大
き
か
ら
彩
る
か
に
依
る
の
で
少
し
も
不
思
議
な
こ

、
こ
は
な
い
。
帥
小
岩
井
氏
が
大
黒
町
、
こ
し
て
歎
へ
た
も
の
が
三
澤
氏
の

そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
大
が
大
き
い
だ
け
で
あ
る
。
小
岩
井
氏
今
後
の
潮
…

測
に
出
て
は
今
迄
の
標
定
を
憂
え
な
い
「
事
を
希
望
す
る
。
（
荒
木
寵
）
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